
チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ・
該当ない 改善目標・工夫している点

1
事業所は十分な活動スペースを確保し、公園等の外部施
設も活用していると思う。

〇
活動スペースは確保しており、徒
歩圏内にある複数の公園も活用
している。

2 職員の配置数（２名以上）は満たされている。 〇 満たされている。

3
事業所のスタッフは専門的な知識や技能を持っていると思
う。

〇
随時研修を行い、知識や技能の
獲得を行っていく。

4 事業所の設備はバリアフリー化に配慮されていると思う。 〇 バリアフリーはされている。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画が作成されていると思う。

〇
面談を行うことにより、齟齬のない
計画の作成を心がけている。

6 活動プログラムにはバリエーションがあると思う。 〇
取組みや外出先のバリエーション
を増やしていく。

7
事業所は必要に応じて学校や相談支援事業所と連携して
サポートしていると思う。

〇
相談支援事業所への働き掛けも
行い、より連携をはかっていく。

8
活動の中で子供同士の交流があるよう図られていると思
う。

〇
子ども同士が関わり合えるよう
に、スタッフはきっかけ作りをして
いく。

9
スタッフは、お子様の気持ちに寄り添いながら接してく
れている。

〇
まずは気持ちを受け入れることを
心がけている。

10
支援の内容や利用者負担額等について十分な説明を受け
た。

〇 契約時に説明を行っている。

11
保護者との意思の疎通や情報伝達の手段としてLINEなど
SNSの活用がされている。

〇 積極的に活用している。

12
子どもの状況や課題について、提供記録やLINE、面接など
を通じて十分に共有できていると思う。

〇
分かりやすい説明を心がけ、共有
することを心がけている。

13
必要に応じ、保護者に対して面談などで育児に関する
助言等を得られていると感じますか？

〇
必要に応じてその都度行ってい
る。

14
利用中や療育上の疑問などがあった場合、聞きやす
い環境になっていると思いますか？

〇
スタッフから積極的に声掛けを
行っていく。

15
苦情受付の仕組みが説明され、苦情に対して迅速かつ適
切に対応していると思う。

〇
苦情に繋がる前に解決できるよう
働きかけを行っている。

16
子どもたちの活動概要が提供記録やホームページなどで適
切に発信されていると思う。

〇 定期的な発信を行っている。

17
個人情報の管理（個人ファイルロッカーの施錠など）が適切
に行われていると思う。

〇 行っている。

18
大規模災害発生時の引き渡し方針（保護者が事業所にお
迎えに行く）を理解している。

〇 保護者への周知を行っている。

19
緊急時の対応方法や連絡手段について十分な説明を受
け、理解している。

〇 保護者への周知を行っている。

20
事業所は非常災害に備えて、定期的に避難訓練などの必
要な対策を行っていると思う。

〇 避難訓練を随時行っていく。
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21 他の事業所との差別化はあると感じる。 〇
事業所で行っていることを情報発
信し、周知していく。

22 当事業所へ通うことでお子さんの成長を感じられている。 〇 日々感じている。

23
スタッフはコミュニケーションを取りやすい雰囲気があ
ると思いますか？

〇
笑顔を心がけ、声のトーンなどを
気を付け接している。

24 全般的に子どもは通所を楽しみにしている。 〇
楽しいと思ってもらえる環境づくり
を心がけている。

25
事業所の利用者限定であれば、スマホなどでお子さん達の
活動や表情などを知りたいと思う。

〇
イベント時など限定公開を行って
いる。

26 保護者交流のイベントがあれば参加したいですか？ 〇 開催の方向で考えていく。

27 事業所の支援に満足している。 〇
満足度をより高めるためにスキル
向上を図っていく。
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